
7/16(土) 一晩中降り続いた雨が明け方にやみ、蒸し暑さを感じながら、熱中症と虫よけと、
雨対策の準備にそわそわしい、そんな日のイベントでした。
田んぼの稲の生育状況（しっかり成長!）を確認して、かぼちゃの種まきをしました。ぬかる
みに足が･･･でも和やかな雰囲気で、新鮮なトマトやキュウリをつまみながら･･･
それから、豊作祈願と、田舎料理を堪能して、語り部を聞いた一日でした。
みなさん、お疲れさまでした！

7月の第２回棚田イベントの報告です。

問い合わせ先：(株)あいばせ（北塩原村農業会社）
TEL,0241-23-6078  FAX,0241-23-6079 email, info@kitashiobara-aibase.jp

あいばせ通信⑤

川前の巨匠こと「五十嵐力雄」さんよりひとこと
「川前かぼちゃ」の所以は、昔々、祭の催しに米が不作だったた
め、かぼちゃを提供したら「おいしい」と評判になり、それから
「川前かぼちゃ」が有名になった。土地柄、気候も土も育成に適
しているのだと思う。こちらでは、かぼちゃと小豆を煮込んで12
月に食べる「冬至かぼちゃ」が定番のかぼちゃ料理。
かぼちゃは緑黄色野菜の代表格で栄養の宝庫といわれる野菜です。
秋の収穫「川前かぼちゃ」を楽しみにしていてください。



かぼちゃ畑

次回は、いよいよ収穫です。
稲刈りと稲架(はさ)掛けです。
１０月２２日（土）を予定しております。
皆さまの参加をお待ちしております。

語り部による民話
語り 高畑カツ子さん

①会津郷土料理「こづゆ」の話
②猫魔ヶ岳のばけ猫伝説

もう、蒔いたかぼちゃの種から
芽が出てきています。(7/25現在）
両サイドは稲じゃないですよ、
雑草ですよ ( ´∀｀ )
（草刈しないと･･･）

7/16イベントメニュー

1.棚田水稲生育確認
2.かぼちゃの種まき体験
3.豊作祈願
4.語り部による民話


